






何故,特発性乳児ビタミン K欠乏症の発症が生後 1～2ヵ月の母乳栄養児に集中しているの

か不明である。その原因として,'本症の患児の飲んでいた母乳中のビタミン K 含有量が,

正常児の飲んでいる母乳中のビタミン K 含有量に比較して有意に低値であること,乳児で

はビタミンKの吸収が悪いこと,ビタミン Kの利用・再利用が低下していることなどが考え

られ,これらが複雑にからみ合っている可能性も考えられる。 

特発性乳児ビタミンK欠乏症の40%の症例で,発症時または発症後に一過性の軽度の肝機能

異常を認めることはすでに報告したが,この軽度の肝機能異常が,ビタミン K の利用・再利

用またはビタミン K の吸収に影響を与えている可能性も考えられる。 


